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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第89期 

第１四半期 
連結累計期間 

第90期 
第１四半期 
連結累計期間 

第89期 

会計期間 
自 平成28年４月１日 
至 平成28年６月30日 

自 平成29年４月１日 
至 平成29年６月30日 

自 平成28年４月１日 
至 平成29年３月31日 

売上高 （百万円） 4,904 4,402 20,933 

経常利益 （百万円） 249 165 1,766 

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益 
（百万円） 149 87 925 

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） △101 169 1,175 

純資産額 （百万円） 19,296 22,580 22,609 

総資産額 （百万円） 25,307 28,071 28,249 

１株当たり四半期（当期） 

純利益金額 
（円） 5.14 2.66 29.84 

自己資本比率 （％） 75.4 79.5 79.1 

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移について

は記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載

しておりません。

 

２【事業の内容】

 当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容につい

て、重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。 
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

  当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについては重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

 当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

 なお、当第１四半期連結会計期間後に決定又は締結された経営上の重要な契約等は、「第４ 経理の状況 

１．四半期連結財務諸表 注記事項（重要な後発事象）」に記載のとおりであります。 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

  当社グループに関する財政状態及び経営成績の分析は以下のとおりであります。 

なお、文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間末日において当社グループが判断したもので

あります。

 

(1)業績の状況

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用情勢が改善するなど緩やかな回復基調で

推移したものの、海外の政治・経済動向など懸念材料もあり、先行き不透明な状況が続いております。 

 この様な経営環境のもと、受注・売上の確保を進めてまいりましたが、コンデンサ・モジュール、電力機器

システムの売上規模減少により、当第１四半期連結累計期間の連結売上高は44億２百万円（前年同期比10.2％

減少）となりました。損益につきましては、売上規模減少に加え電力機器システムでの高採算商品の減少によ

り、営業利益７千１百万円（前年同期比67.2％減少）、経常利益１億６千５百万円（前年同期比33.4％減

少）、親会社株主に帰属する四半期純利益は８千７百万円（前年同期比41.3％減少）となりました。 

 なお、セグメント別での結果は次のとおりであります。

①コンデンサ・モジュール

 電鉄車両分野は堅調に推移いたしましたが、新エネルギー関連は減少いたしました。結果、売上高は32

億２千８百万円（前年同期比6.9％減少）となりました。

②電力機器システム

 前年同期に比べ、高調波抑制装置及び瞬時電圧低下補償装置が減少いたしました。結果、売上高11億３

千４百万円（前年同期比18.6％減少）となりました。

③情報機器システム

 主力商品であるバス運賃表示装置・鉄道向表示装置が低調に推移いたしました。結果、売上高は３千８

百万円（前年同期比11.3％減少）となりました。

 

(2)財政状態の分析

 当第１四半期連結会計期間末における総資産は280億７千１百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億７千

８百万円の減少となりました。増減の主なものは、受取手形及び売掛金の減少７億２千３百万円、建設仮勘定

の増加３億８千７百万円、投資有価証券の増加１億２千１百万円等によるものであります。

 負債は54億９千万円となり、前連結会計年度末に比べ１億４千９百万円の減少となりました。増減の主なも

のは、買掛金の減少１億３千４百万円、未払費用の増加４億４千３百万円、未払法人税等の減少１億９千４百

万円、賞与引当金の減少２億３千７千万円等であります。 

 純資産は225億８千万円となり、自己資本比率は79.5％と0.4ポイント増加いたしました。

 

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

  当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事実及び財務上の対処すべき課題はありません。

 

(4)研究開発活動

 当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、９千８百万円であります。 

 なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 128,503,000

計 128,503,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在

発行数（株）
（平成29年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 33,061,003 33,061,003
東京証券取引所

(市場第二部)

単元株式数は

100株で

あります。

計 33,061,003 33,061,003 ― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金
増減額
（千円）

資本金
残高

（千円）

資本準備金
増減額

（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成29年４月１日～

平成29年６月30日
－ 33,061 － 5,001,745 － 1,300,000

 

（６）【大株主の状況】

 当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 
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（７）【議決権の状況】

 当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないた

め、記載することができないことから、直前の基準日（平成29年３月31日）に基づく株主名簿による記載を

しております。

 

①【発行済株式】

（平成29年６月30日現在）
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   63,100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 32,964,900 329,589 －

単元未満株式 普通株式   33,003 －
一単元（100株）

未満の株式

発行済株式総数      33,061,003 － －

総株主の議決権 － 329,589 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の中には、証券保管振替機構名義の株式が6,000株含まれております。 

 また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数60個が含まれておりま

せん。

 

②【自己株式等】

（平成29年６月30日現在）
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義 
所有株式数

（株）

他人名義 
所有株式数

（株）

所有株式数
の合計

（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

㈱指月電機製作所
兵庫県西宮市大社町 

10番45号
63,100 － 63,100 0.19

計 － 63,100 － 63,100 0.19

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内

閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。 

 

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成29年４月１日か

ら平成29年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年６月30日まで）に係る

四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。 
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 6,901,659 6,770,049 

受取手形及び売掛金 5,716,304 4,992,340 

電子記録債権 1,370,128 1,392,188 

商品及び製品 419,471 433,549 

仕掛品 290,901 346,531 

原材料及び貯蔵品 518,517 526,986 

繰延税金資産 279,111 226,176 

その他 100,984 65,971 

貸倒引当金 △6,413 △6,286 

流動資産合計 15,590,664 14,747,507 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 3,512,859 3,456,411 

機械装置及び運搬具（純額） 1,960,594 1,945,686 

土地 4,283,296 4,367,083 

リース資産（純額） 218 - 

建設仮勘定 831,929 1,219,895 

その他（純額） 269,717 257,048 

有形固定資産合計 10,858,615 11,246,124 

無形固定資産    

ソフトウエア 42,965 40,075 

その他 9,137 30,870 

無形固定資産合計 52,103 70,945 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,622,047 1,743,550 

繰延税金資産 58,215 62,552 

退職給付に係る資産 41,159 34,807 

その他 31,464 170,315 

貸倒引当金 △4,500 △4,500 

投資その他の資産合計 1,748,386 2,006,726 

固定資産合計 12,659,105 13,323,797 

資産合計 28,249,769 28,071,305 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 895,334 760,523 

短期借入金 900,000 900,000 

リース債務 218 - 

未払費用 675,367 1,118,393 

未払法人税等 246,801 52,688 

賞与引当金 404,674 167,041 

役員賞与引当金 45,000 10,200 

製品保証引当金 38,064 38,064 

その他 316,040 380,437 

流動負債合計 3,521,501 3,427,347 

固定負債    

長期未払費用 272,504 225,676 

繰延税金負債 206,995 254,515 

再評価に係る繰延税金負債 1,001,965 1,001,965 

退職給付に係る負債 383,438 362,972 

その他 253,912 218,330 

固定負債合計 2,118,815 2,063,460 

負債合計 5,640,317 5,490,807 

純資産の部    

株主資本    

資本金 5,001,745 5,001,745 

資本剰余金 4,276,006 4,276,006 

利益剰余金 11,731,516 11,621,358 

自己株式 △20,540 △20,601 

株主資本合計 20,988,727 20,878,509 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 726,672 817,912 

土地再評価差額金 1,147,468 1,147,468 

為替換算調整勘定 △602,675 △625,944 

退職給付に係る調整累計額 99,462 99,859 

その他の包括利益累計額合計 1,370,928 1,439,296 

非支配株主持分 249,796 262,691 

純資産合計 22,609,452 22,580,497 

負債純資産合計 28,249,769 28,071,305 
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

売上高 4,904,029 4,402,244 

売上原価 3,564,068 3,239,746 

売上総利益 1,339,961 1,162,498 

販売費及び一般管理費    

給料及び賃金 248,628 262,775 

賞与引当金繰入額 50,974 39,106 

役員賞与引当金繰入額 16,500 10,200 

製品保証引当金繰入額 35,578 - 

退職給付費用 11,840 12,075 

その他 759,811 767,326 

販売費及び一般管理費合計 1,123,332 1,091,483 

営業利益 216,628 71,014 

営業外収益    

受取利息 975 1,436 

受取配当金 13,172 15,249 

固定資産賃貸料 11,511 11,788 

スクラップ売却代 17,475 31,228 

売電収入 8,820 10,094 

助成金収入 40,444 50,062 

その他 9,665 5,045 

営業外収益合計 102,065 124,905 

営業外費用    

支払利息 744 723 

持分法による投資損失 - 9,530 

債権売却損 11,449 4,657 

為替差損 44,115 2,484 

売電費用 6,575 5,815 

その他 6,527 6,787 

営業外費用合計 69,412 29,999 

経常利益 249,281 165,919 

特別利益    

投資有価証券売却益 21,598 - 

特別利益合計 21,598 - 

特別損失    

減損損失 75,840 - 

特別損失合計 75,840 - 

税金等調整前四半期純利益 195,039 165,919 

法人税、住民税及び事業税 21,966 12,418 

法人税等調整額 12,139 55,132 

法人税等合計 34,106 67,551 

四半期純利益 160,933 98,368 

非支配株主に帰属する四半期純利益 11,424 10,538 

親会社株主に帰属する四半期純利益 149,509 87,830 
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

四半期純利益 160,933 98,368 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △153,841 91,240 

為替換算調整勘定 △109,006 △20,912 

退職給付に係る調整額 8 396 

その他の包括利益合計 △262,838 70,724 

四半期包括利益 △101,905 169,093 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △95,674 156,198 

非支配株主に係る四半期包括利益 △6,231 12,895 
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【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。 

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日）

減価償却費 220,002千円 221,115千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日）

配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年５月13日

取締役会
普通株式 174,615 6.0 平成28年３月31日 平成28年６月10日 利益剰余金

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日）

配当金支払額

（決 議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年５月11日

取締役会
普通株式 197,987 6.0 平成29年３月31日 平成29年６月９日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

 
コンデンサ・
モジュール 

電力機器 
システム 

情報機器 
システム 

合計 

売上高            

外部顧客への売上高 3,466,884 1,393,249 43,894 4,904,029 － 4,904,029 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
9,415 － － 9,415 △9,415 － 

計 3,476,300 1,393,249 43,894 4,913,444 △9,415 4,904,029 

セグメント利益 285,718 279,145 3,901 568,765 △352,137 216,628 

 

（注）１．調整額の内容は以下のとおりであります。

（単位：千円）
 

  金額

全社費用（注） △352,137

合計 △352,137

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

（注）２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 （固定資産に係る重要な減損損失）

 当社子会社が保有する一部の建物については、取壊し予定となったことから帳簿価額を回収可能価額まで

減額し、当該減少額及び解体費用を減損損失として特別損失に計上しております。

 その結果、コンデンサ・モジュールにおいて75,840千円を減損損失として計上しております。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

 
コンデンサ・
モジュール 

電力機器 
システム 

情報機器 
システム 

合計 

売上高            

外部顧客への売上高 3,228,729 1,134,598 38,917 4,402,244 － 4,402,244 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
121 － － 121 △121 － 

計 3,228,850 1,134,598 38,917 4,402,366 △121 4,402,244 

セグメント利益 187,514 232,572 7,221 427,308 △356,293 71,014 

 

（注）１．調整額の内容は以下のとおりであります。

（単位：千円）
 

  金額

全社費用（注） △356,293

合計 △356,293

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

（注）２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 5円14銭 2円66銭

（算定上の基礎）    

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円） 
149,509 87,830

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
149,509 87,830

普通株式の期中平均株式数（千株） 29,102 32,997

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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（重要な後発事象）

 当社は、平成29年７月７日開催の取締役会において、当社の事業セグメントのうち情報機器システム事業に

関し株式会社小田原機器との間で事業譲渡契約を締結することを決議し、同日付で事業譲渡契約を締結いたし

ました。 

 

１．譲渡の目的 

 選択と集中の観点から中核事業であるコンデンサ・モジュール事業及び電力機器システム事業に経営資源を

集中し、商品力強化による今後の継続的な成長を図るため、情報機器システム事業を譲渡することといたしま

した。 

 

２．譲渡事業の内容 

（1）事業の内容 

バス、鉄道等の情報機器システムの製造・販売 

 

（2）直近連結会計年度の経営成績 

  平成29年３月期 

売上高 452百万円 

営業利益 85百万円 

 

３．譲渡先の概要 

（1）名称 株式会社小田原機器 

（2）所在地 神奈川県小田原市中町一丁目11番3号 

（3）代表者 代表取締役  入山 圭司 

（4）事業内容 
ワンマンバス用運賃収受システム（運賃箱・整理券発行機・非接触ＩＣカード 

システム・カードリーダ・運賃表示器など）の設計、製造、販売 

（5）資本金 319百万円 

（6）設立年月日 昭和54年10月15日 

（7）事業年度の末日 12月31日 

（8）従業員数 連結132名（平成28年12月末現在） 

なお、当社と譲渡先の間には、記載すべき資本関係、人的関係及び関連当事者に該当する状況はありません。 

 

４．譲渡の日程 

取締役会決議日   平成29年７月７日 

契約締結日     平成29年７月７日 

事業譲渡期日    平成29年９月30日（予定） 

 

２【その他】

平成29年５月11日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議しております。

(イ）配当金の総額………………………………………197,987千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………６円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成29年６月９日

(注）平成29年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行いました。

 

第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書 
 

 

  平成29年８月８日

株式会社指月電機製作所  
 

取締役会 御中 

 

  有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

  公認会計士 木村 文彦  印  

 

 
 
指定有限責任社員
業務執行社員

 
 
公認会計士 中田 明   印  

 

 

 当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社

指月電機製作所の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成29年

４月１日から平成29年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年６月30日まで）

に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書

及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連

結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対

する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準

に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される

質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥

当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社指月電機製作所及び連結子会社の平成29年６月30日

現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
 

（注） １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

（注） ２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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